
本紙ホームページの自動診断コーナー利用数が、 

 今年度末で１０万人に達する見込み 

日本人の睡眠障害の実態を解明できるか 

2021年 11月 

本紙ぐっすりーぷのホームページの人気コーナー「睡眠障害・クロノタイプ自動診断」の利用者が今年度末

で１０万人に達することがわかりました。ドイツのレネバーク博士が欧州の８万人を対象として行った調査

を上回る見込みです。ＳＡＳ支援会ぐっすりーぷと日本歯科大学睡眠歯科センターはこれを期にデータ

を総まとめして日本人の睡眠障害の実態を解明することにしました。これは河野教授の退職前の大仕事

として来年６月の日本睡眠学会総会への報告を目指します。 

 

 




